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能
古
島

の
樹
木

樹
木
医
！
前
田
幸
溝

◆
は
じ
め
に

―

島
を
訪
ね
る
わ
け

は
じ
め
に
個
人
的
な
こ
と
か
ら

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は

七
年
前
、

公
園
や
街
路
の
樹
木
管

理
を
中
心
業
務
と
す
る
造
園
会
社

に
勤
め
て
い
る
と
き
に
樹
木
医
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後

退
職
し
、

フ
リ
ー
の
樹
木
医
と
し

て
過
ご
し
始
め
て
三
目
年
を
迎
え

て
い
ま
す
。

造
園
業
界
の

一
員
と
し
て
働

い

て
い
た
間
、

私
は
も

っ
ぱ
ら
公
園

や
街
路
と
い
っ
た
非
自
然
系
の
緑

地

で
お
な
じ
み

の
、

い
わ

ゆ
る

「緑
化
樹
木
」
な

い
し
は

「植
木
」

「庭
木
」
と
呼
ば
れ
る
樹
木
を
相
手

に
し
て
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、

そ
の
業
界
を
離
れ
自
然
系
緑
地
の

野
山
の
樹
木
を
も
相
手
に
す
る
よ

う
に
な

っ
た
時
、

あ
る
戸
惑
い
を

お
ぼ
え
ま
し
た
。

野
山

へ
入

っ
て

み
る
と
、

そ
こ
こ
こ
に
あ
る
木
が

何
の
本
で
あ
る
の
か
、

ま
る
で
分

か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。

そ
も
そ

も
野
山

に
は
、

公
園
や
街
路

で
は

見
か
け
な

い
樹
木
が
数
多

い
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

森

の
中

で

は
タ
ブ
ノ
キ
や
マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
、

そ
れ
ま

で
に
も
公
園
な
ど

で
馴
れ

親
し
ん
で
き
た
は
ず

の
樹
木
た
ち

で
さ
え
、

ま
る
で

「別
人
」

の
よ

う
な
姿
か
た
ち
を
し
て
た
た
ず
ん

で

い
る

の
で
す
。

私

に
は

「彼
」

「彼
女
」
ら
が

「誰
」
で
あ
る
の
か

瞬
時
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
そ
れ
ま

で
造
園
業
界

の
誰

も
が
行
な
う
よ
う

に
、

葉
や
樹
形

か
ら
そ
の
本

の
種
名
を
判
断
し
て

い
ま
し
た
。

公
園
や
街
路

で
は
た

い
て
い
の
本
は
手
を
伸
ば
せ
ば
届

く
高

さ

に
実
を

つ
け

て

い
ま
す
。

届
か
な

い
に
し
ろ
、

目
視

で
十
分

業

の
特
徴
は
観
察

で
き
ま

し
た
。

ま
た
、

周
辺

の
建
物
と

の
関
係

に

よ

っ
て
極
端

に
樹
冠

の
生
育
が
制

限
さ
れ
た
場
合
や
、

著
し

い
不
良

剪
定
を
被

っ
た
場
合
な
ど
を
除
け

ば
、

木

々
は
基
本
的

に
は
そ

の
種

固
有

の
樹
形
を
展
開
で
き
る
よ
う
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植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
。

遠
目

に
は

こ
の
樹
形
な
ど

で
お
お
よ
そ
の
見

当
を

つ
け
、

精
密

に
は
葉
を
じ
か

に
観
察

し

て
種
名
を
同
定
す

る
。

そ
れ
で
た

い
て
い
の
樹
木

の
名
前

は
判
断
で
き
て
い
ま
し
た
。

と

こ
ろ
が
野
山

で
は
、

高
木
と

も
な
る
と
そ
の
葉
は
高
嶺

の
花
な

ら
ぬ

「高
嶺

の
実
」
、

手
が
届
か
な

い
の
は
も
と
よ
り
、

不
慣
れ
な
者

に
は
双
眼
鏡
を
以

っ
て
し
て
も
特

徴
が

つ
か
め
な

い
は
ど
高
所

に
位

置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
上
層
植

生
を
形
成
す
る
高
木
同
士
が
ひ
し

め
き
合

い
な
が
ら
、

日
照
を
奪

い

合
う
う
ち

に
ど
ん
ど
ん
樹
高
を
上

げ
、

反
面
、

日
照

の
不
足
し
が
ち

な
下
方
枝
は
次
第

に
自
己
剪
定
さ

れ
、

枝
下
高
が
増
し
て
行
く
た
め

で
す
。

そ
の
結
果
、

孤
立
木
な
ど

を
除
く
野
山

の
樹
木

の
樹
形

は
、

日
照
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
競
合
が

比
較
的
少
な

い
公
園
街
路

の
本

々

の
そ
れ
と
は
似
て
も
似

つ
か
な

い

も

の
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
葉

と
樹
形
と

い
う
手
掛

か
り
を

つ
か

め
な

い
私
は
、

本

の
名
前
が
分
か

ら
な

い
樹
木
医
と
し
て
山
中

ひ
と

り
狼
狽
し
た
の
で
す
。

で
は
中
低
木
は
大
丈
夫
か
、

と

い
う
と
、

こ
れ
ら
も
ま
た

「別
人
」

と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
し

た
。
ヒ
サ
カ
キ
や
ネ
ズ
ミ
モ
チ
な

ど
が
、

私
が
見
慣
れ
て
い
る
形
、

大
き
さ
か
ら
ま

っ
た
く
か
け
離
れ

て
い
る
の
で
す
。

あ
る
時
は
ひ
ょ

ろ
ひ
ょ
ろ
と
し
た
モ
ヤ
シ
の
よ
う

で
あ
り
、

あ
る
時
は
驚
愕
す
る
ほ

ど
遥
し
い
姿
で
立
ち
は
だ
か

っ
て

み
た
り
。

刈
込
み
ば
さ
み
で
手
入

れ
を
さ
れ
た
公
園
街
路
の
そ
れ
と

は
、

ま
る
で
違

っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
こ
う
し
た
中
下
層
を
形

成
す
る
植
生
の
中
に
、

高
本
の
幼

本
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
、

私

に
は
盲
点
で
し
た
。　

一
般
的

に
、

公
園
街
路
の
建
設
維
持
管
理
に
携

わ
る
造
園
業
者
が
、

樹
高
四

ｍ
以

下
の
高
木
を
扱
う
こ
と
は
極
め
て

稀
で
す
。
ど
ん
な
高
本
に
も
樹
高

数
十

釧
あ
る
い
は
数

ｃｍ
と
い
う
時

期
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
頭
で

は
理
解
で
き
て
も
、

現
実
に
朋
高

三
Ｏ

ｃｍ
の
エ
ノ
キ
を
目
の
前
に
す

る
と
、

そ
れ
が

工
′
キ
で
あ
る
こ

と
が
、

に
わ
か
に
は
認
知
で
き
な

【法
人
協
賛
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
滴
寺

田
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
伽

側
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル

リ

ー

ス

帥
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

帥
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
孝

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
日
正
義

日
清
医
療
食
品
船

福
岡
支
店

硼
福
岡
経
営
管
理

セ
ン
タ
ー

佛
サ
ン
コ
ー

に
恵
光
会
原
病
院

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

和
白
支
店

爛
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

千
代
町
支
店

帥
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

否
椎
支
店

船
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

土
井
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

福
岡
流
通
セ
ン
タ

ー
支
店

（敬
称
略
　
順
不
同
）

０
ウ
エ
ダ
建
築
社

九
州
防
災
工
業
硼

伺
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス

０
豊
友
設
備

総
合
産
業
０

ｍ
ニ
ツ
コ
ク
ト
ラ
ス
ト

ｍ
メ
イ
デ
ン

ダ
イ
ア
ド
側

船
ホ
ス
ピ
カ

ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

に
大
乗
会
福
岡
原
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン

病
院

に
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

船
ニ
チ
ロ
九
州
支
社

宗
教
法
人
善
隣
教

船
リ
コ
ー
商
会

ｍ
橋
本
組

下
山
工
業
硼

学
校
法
人
原
学
国

愉
唐
人
町
プ
ラ
ザ

官
巣
館

大
和
産
業
ｍ
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人

福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

大
成
印
刷
御

【協
賛
会
会
員
】

松
本

盛

二
③

南

誠
次
郎
⑤

中
山

重
夫
①

菅

　

直
登
⑥

早
船

正
夫
⑤

奥
村

宏
直
⑦

笠
井

徳
三
⑦

安
陪

光
正
⑤

亀
井

准
輔
⑥

石
橋

観

一
⑫

木
原

敬
吉
③

坂
田

貞
治
◎

原
田

國
雄
②

森
光

英
子
⑥

永
井

　

功
②

緒
方

益
男
⑦

山
本

　

稔
③

田
中

貞
輝
③

武
内

隆
恭
②

白
水

義
晴
⑥

石
野
智
恵
子
⑮

翠
川

文
子
①

多
々
羅
節
子
①

熊
谷

豪
三
⑤

有
江

　

勉
①

山
崎

　

拓
①

七
熊

太
郎
⑦

西
喜

代
松
◎

片
桐

寛
子
②

西
村

俊
隆
⑥

明
石

散
人
⑥

矢
部

俊
幸
③

上
原

孝
正
③

早
船

首
萱

③

西
方

俊
司
⑤

亀
井

千
秋
③

土
生

借
子
①

藤
井
　
鉄
夫
①

【友
の
会
会
員
】

伊
藤

　

茂
①

水
田

和
夫
⑥

木
戸

龍

一
⑥

岡
部
六
弥
太
⑤

星
野
万
里
子
③

吉
村

雪
江
⑥

安
松

勇

一
①

上
回

良

一
⑦

高
園

浩
一
一③

桑
野

次
男
③

藤
木

充
子
②

和
国

宏
子
○

行
成

静
子
②

片
岡

洋

一
〇

石
川

文
之
③

都
筑

久
馬
②

横
山

智

一
⑥

古
賀

注月
子
①

宮
崎

　

集
②

西

　

政
憲
①

岡
本

金
蔵
②

三
宅

通石
子
⑮

星
野

金
子
②

林

十
九
楼
○

宮

　

徹
男
⑥

安
永

友
儀
③

織
田
喜
代
治
⑥

上
国

　

博
①

鶴
田
ス
ミ
子
②

塚
本
美
和
子
⑥

伊
藤

康
彦
⑤

寺
岡

秀
宣
④

原
田

種
美
⑥

奥
田

　

稔
②

石
橋

注月
助
①

井
上

敏
枝
⑤

隈
丸

連帰
次
②

吉
目
と
き
代
⑤

大
山

宇

一
⑥

葉
山

政
志
⑩

川
島

貞
雄
①

〕序
　

洋
子
○

久
芳

正
隆
③

半
田

耕
典
⑥

武
藤

瑞
こ
④

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
岡
喜
代
太
②

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
③

山
田

博
子
①

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
田

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
⑦

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
⑩

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
劇
②

増
田

〓我
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
③

土
井

千
車
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
①

松
井

俊
規
⑥

衛
藤

博
史
②

伊
藤

泰
輔
⑥

西
村

蓬
頭
◎

執
行

敏
彦
④

渡
辺
千
代
子
②

後
藤

和
子
②

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑤

中
村
ひ
ろ
え
◎

古
賀

謹

二
⑦

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
③

櫛
田

正
己
◎

青
木
良
之
助
③

神
崎
憲
五
郎
⑦

金
子

柳
水
◎

佐
野

　

至
③

井
手

親
栄
⑩

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

麹石
山
⑦

爛
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

新
宮
支
店

硼
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

箱
崎
支
店

側
西
日
本
シ
テ
イ
銀
行

久
山
支
店

０
サ
ン
ネ
ツ
ト

に
笠
松
会
有
吉
病
院

船
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

佃
岩
室
商
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ご
み
の
里

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
御

御
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

０
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

た
踊
多
々
良
福
祉
会

船
福
砂
屋



平成 17年 11川 1日能 古 博 物 館 だ よ り

;  !

(3)第 49号

か

っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う

に
野
山

で
は
、

公
園

や
街
路

で
通
用
し
た
樹
種
判
定
力

が
も

の
の
役

に
立
た
な

い
。

自
然

の
植
生

の
中

で
は
葉
や
樹
形

の
ほ

か
、

樹
皮
、

樹
液
臭
、

葉

の
手
触

り
な
ど
、

対
象
樹
木
そ

の
も

の
の

特
徴
ば
か
り
か
、

そ

の
個
体
を
取

り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
、

環
境

要
素
を
も
そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、

樹
種
判
定
を
行
な
う
力
を
身

に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
う
考

え
た
と
き
、

私
は
初
心

に
も
ど

っ

て
野
山
を
歩
き
、

そ
こ
で
生
き
死

に
す
る
樹
木

の
あ
り

の
ま
ま

の
姿

を
、　

一
か
ら
観
察
し
な
お
す
必
要

を
感
じ
た

の
で
す
。

そ
し
て
さ
し

あ
た
り
、

物
理
的
、

空
間
的
に
も
、

ま
た
社
会
的
に
も

一
定
の
隔
絶
性
、

狭
小
性

の
中

に
お
か
れ
た
小
島

の

植
生
を
観
察
す
る
こ
と
が
、

私

に

見
合

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と

思

い
至
り
、

自
然
林

や
そ
れ

に
近

い
二
次
林

の
豊
富
さ
が
期
待
さ
れ

る
、

こ
の
島

の
野
山
を
訪
ね
歩
く

こ
と
を
始
め
た

の
で
し
た
。

本
土

の
野
山
は
、

初
学

の
私

に
は
対
象

と
し
て
過
大

で
あ
り
、

ま
た
そ
の

わ
り

に
は
自
然
度

の
高

い
植
生
は

少
な

い
か
も
し
れ
な

い
。

な

に
よ

り
、　

一
般
的

に
は

マ
イ
ナ
ス
要
因

と
考
え
ら
れ
が
ち
な
、

小
島

の
環

海
性
、

隔
絶
性
、

狭
小
性

の
中

に

温
存
さ
れ
た
循
環
系

に
こ
そ
、

次

代

の
社
会

の
有
り
よ
う
を
指
し
示

す
ヒ
ン
ト
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は

な

い
か
。

わ
た
し
は
そ
ん
な

ロ
マ

ン
も
抱
き

つ
つ
、

フ

ェ
リ
ー
で
の

「船
旅
」
を
重
ね
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
し
た
。

さ
て
、

前
置
き
が
ず

い
ぶ
ん
長

く
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
本
題

で

あ
る
能
古
島

の
樹
木

に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ス
ド
イ
ゲ

一　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ス
ド
イ
ゲ
属

！
　

　

　

　

　

〔常
緑
低
木
～
高
木
〕

！　

暖
地
の
沿
海
地
に
生
え
、

高
さ
３

一
～
５
メ
ー
ト
ル
の
低
木
状
の
も
の
が

，
多
い
が
、

大
き
い
も
の
は
高
さ
１５
メ

一「中中唖囃寺す時囀時的帥い時

一
で
革
質
。

ふ
ち
に
は
鋸
歯
が
あ
る
。

一
雌
雄
異
株

一
　

「日
本
の
概
木

（山
と
渓
谷
社
ご

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
治
◎

吉
瀬

薔不
雄
⑮

古
賀

義
朗
○

西
山

正
昭
◎

市
丸
喜

一
郎
①

豊
島

嘉
穂
②

守
瀬

孝

二
①

鋤
日

祥
子
⑥

甲
本

達
也
⑤

日
本

政
宏
⑥

鳥
井
裕
美
子
②

濱
北

哲
郎
①

大
塚

博
久
②

辻
本

雅
史
③

松
田

　

達月
③

杉
浦

五
郎
②

中
野

自田
子
◎

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
①

住
本

　

霞
⑤

前
日
敏
也
子
⑮

村
山

士
口
廣
②

住
本

直
之
⑤

間
所
ひ
さ
子
○

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
孝
②

井
上

高日
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
確
雄
①

白
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康
二
①

原

　

牧
子
①

杉

み
ど
り
⑥

原

　

祐

一
①

山
下

こ月
久
②

杉
原

正
毅
③

大
久
保

昇
②

党

　

隆
雄
⑥

福
澤

口自
弘
②

小
嶋

幸
雅
②

福
本

孝
行
②

樋
口

陽

一
②

片
桐

道〓

一②

木
下
　

勤
◎

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
⑥

田
上

紀
子
③

中
畑

孝
信
⑥

西
島

道
子
○

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
③

獄
村

　

魁
③

木
原

光
男
◎

鈴
木
恵
津
子
⑥

目
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
②

松
本
雄

一
郎
⑦

石
橋

善
弘
②

徳
重

　

認
①

岩
渕

謙
治
①

岸
本

雄
三
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
②

西
嶋

克
司
◎

樺
島

政
信
③

上
杉

和
稔
①

富
日

英
寿
⑥

野
上

折
口
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
②

藤
田
　
一
枝
⑤

松
尾

こ月
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
⑥

吉
安

蓉
子
⑤

村
上

　

牧
⑥

小
谷

修

一
⑥

阿
部

口自
弘
⑤

結
城

　

進
③

永
石

順
洋
⑥

重
松

史
郎
②

藤
吉
マ
ツ
ヱ
⑤

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
④

吉
開

史
朗
③

香
立
ス
ミ
ヱ
①

藤
瀬
三
枝
子
⑤

野
見
出

実
④

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
日

智
子
⑤

山
本

信
行
①

銀
座
玄
和
堂
診
療
所
⑤

尾
澤

　

健
④

井
上

陽

一
④

寿
美

電
気
④

矢
野

鈴
子
④

藤
崎

和
子
④

宮
崎

正
直
④

原
田

雄
平
④

山
本

　

動
小③

高
根

　

一装
③

高
根

幸
子
③

柴
田

優
美
②

谷
口

澄
江
②

横
田

武
子
①

石
橋

順
子
③

西
原

正
俊
①

松
熊

友
彦
②

小
川

　

誠
③

木
皿

敦
代
②

矢
野

義
憲
①

丸
山

敏
子
①

江
崎
小
二
郎
①

佐
藤

洋
子
①

稲
永ヽ
カ
フ
ル
①

的
野

　

彰
①

高
田
久
美
子
①

森
山

純
子
①

小
出

保
彦
①

小
山

勝
子
①

側
嶋
員
智
子
①

筑
紫

昧
子
①

真
原

俊

一
①

小
山

一昌
夫
⑩

江
原

幸
雄
①

中
山

隆
史
①

※
新
規
の
御
加
入
（先
号
以
後
、

平
成
１７
年
１１
月

ｌ
Ｈ
現
在
）を
、

記
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、

何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
消裾
残

協
賛
会

（個
人
）年
間
１
万
円
（何
日
で
も
可
）

〃
　

（法
人
）年
間
３
万
円
（何
日
で
も
可
）

友
の
会

年
間
３
千
円
（何
日
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、

館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔
軸
鍋
赫
嶋
嫌
珊
曜
奮

施
設
整
備
等
の

〕

納
入
方
法
＝
郵
使
振
併
０
１
７
３
０
‐９
‐６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、

そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

・能古博物館ご案内・

開 館 9:抑 ～17:tXl(入館16:30ま で)

休館日 12月 1日～2月末日の冬季のみ体館

縄
  叫

■ l a(磁 )883-2887

FAX(は2)883-2881

ホームページ htHD/― nOkondcoWmusellm

メールアドレス m幽 mOnokonet coln

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社
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亀
井
南
冥
は
物
佃
体
の
な
が
れ
を

く
む
九
州
随

一
の
巨
儒
で
あ

っ
た
。

一
介
の
医
師
の
家
か
ら
身
を
お
こ

し
、

壮
年
に
お
よ
ん
で
筑
前
黒
田

藩
の
藩
費
教
授
に
ま
で
な

っ
た
が
、

中
途
で
寛
政
異
学

の
禁
に
遭

い
、

そ
の
地
位
を
追
わ
れ
て
悲
慣
の
生

涯
を
と
じ
た
人
物
で
あ

っ
た
。

寛
政
異
学
の
禁
は
、

朱
子
学
の

謹
直
主
義
で
画

一
的
に
国
論
人
心

の
統

一
を
は
か

っ
た
も
の
で
、

は

や
く
も
田
沼
時
代
に
ゆ
る
み
か
け

た
幕
藩
体
制
の
タ
ガ
を
締
め
な
お

す
こ
と
が
、

本
来
の
ね
ら
い
で
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
、

朱
子
学
以
外

の
漠
学
派
を
異
端
と
み
な
し
て
、

こ
れ
に
弾
圧
を
加
え
、

思
想
表
現

の
自
由
を
奪

っ
た
の
で
、

全
国
の

儒
者
と
そ
の
子
弟
の
ほ
と
ん
ど
が
、

朱
子
学
に
転
向
し
た
。

い
つ
の
世

に
も
権
力
の
側
に
あ
る
禁
令
は
い

っ
た
ん
そ
れ
が
実
施
の
段
階
に
は

い
る
と
、

か
な
ら
ず
そ
の
正
当
性

を
証
だ
て
る
犠
牲
を
必
要
と
し
た
。

江
戸
の
亀
田
鵬
斉
、

筑
前
の
亀
井

南
冥
を
廃
期
に
追
い
こ
ん
だ
異
学

の
禁
も
、

そ
の
例
外
で
は
な
か

っ

た
。

朱
子
学
の
禁
圧
に
反
対
し
つ

づ
け
て
学
問
的
節
操
を
ま
げ
る
こ

と
の
な
か

っ
た
鵬
斉
は
、

糾
弾
の

嵐
の
な
か
で
顔
本
の
子
弟

一
千
人

を
数
え
た
門
下
生
の
こ
と
ご
と
く

を
失
い
、

そ
の
日
の
生
活
に
も
窮

す
る
あ
り
さ
ま
と
な

っ
た
。

南
冥

も
ま
た
筑
前
藩
に
あ

っ
て
古
学
を

標
榜
し
て
変
え
ず
、

な
お
朱
子
学

派
の
藩
費
を
圧
倒
す
る
勢
力
を
張

っ
て
い
た
だ
け
に
、

禁
令
実
施
後

二
年
を
経
て
朱
子
学
派
の
指
弾
を

受
け
、

つ
い
に
南
冥
の
主
宰
す
る

藩
賽
西
館
の
廃
校
に
ま
で
事
件
は

発
展
し
た
。

南
冥
と
い
い
鵬
斉
と
い
い
、

そ

の
雅
号
は
い
ず
れ
も
こ
ざ
か
し
い

世
間
智
の
世
界
を
尻
目
に
、

南
涙

の
か
な
た
ま
で
自
在
に
天
空
を
は

ば
た
く
大
鵬

の
飛
翔
を
描

い
た

『荘
子
』
迫
迄
遊
篇
の
寓
話
に
ね
ざ

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
二
人

の
儒
者
が
異
学
の
禁
の
網
羅
に
と

り
こ
ま
れ
て
、

雄
大
な
翼
を
そ
が

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、

単
な

る
偶
然

の
暗
合
で
は
あ
る
ま

い
。

そ
こ
に
は
時
代
の
趨
勢
と
そ
れ
に

角
逐
す
る
強
烈
な
個
性
が
生
み
だ

し
た
避
け
が
た
い
悲
劇
の
必
然
性

が
存
在
し
て
い
た
。

寛
政
異
学
の
禁
の
立
案
者
は
頼

山
陽
の
父
春
水
で
あ

っ
た
。

春
水

は
芸
州
竹
原
の
出
で
、

儒
官
と
な

っ
た
浅
野
藩
を
朱
子
学
で
統

一
し

た
の
ち
に
、

当
時
幕
閣
の
実
力
者

松
平
定
信
に
接
近
し
て
国
論
人
心

を
ひ
き
し
め
る
必
要
性
を
説
き
、

そ
の
た
め
に
朱
子
学
を
正
学
と
し

て
異
端
の
学
の
禁
圧
も
や
む
な
し

と
提
案
し
た
。

定
信
は
春
水
の
提

案
を

い
れ
て
、

い
ま
ま
で
単
に
林

家
の
私
学
に
す
ぎ
な
か

っ
た
昌
平

費
を
官
学
に
し
て
、

そ
こ
に
春
水

の
友
人
で
、

の
ち
に

「寛
政
の
三

博
士
」
と
称
せ
ら
れ
た
朱
子
学
の

柴
野
栗
山
、

尾
藤
二
州
、

古
賀
精

里
を
送
り
こ
み
、

名
実
と
も
に
寛

政
異
学

の
禁

の
体
制
を

と
と

の
え

た
。こ

の
頼
春
水
と
亀
井
南
冥
は
か

つ
て
青
春
の
日
に
浪
華
の
春
水
の

目
居
で
、

混
沌
社
の
葛
子
琴
、

小

石
元
俊
と
と
も
に
酒
盃
を
か
わ
し
、

詩
を
唱
和
し
た
間
柄
で
あ

っ
た
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

南
冥
は
そ
の
字
を
道
載
、

名
を

魯
と
称
し
た
が
、

晩
年
不
遇
の
時

期
に
は
、

信
天
翁
、

狂
念
居
士
の

号
を
用
い
た
。

寛
保
三
年

（
一
七

四
三
）
八
月
十
五
日
に
、

か
ね
て

か
ら
徊
徐
学
に
傾
倒
し
て
い
た
儒

医
聴
因
の
長
子
と
し
て
、

筑
前
博

多
の
郊
外
早
良
郡
姪
の
浜
村
に
生

ま
れ
た
。

お
な
じ
筑
前
が
生
ん
だ

朱
子
学
の
巨
星
貝
原
益
軒
の
没
後

十
五
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

儒
者
と
し
て
の
南
冥
は

『論
語

頼春水肖像画
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語
由
』

『春
秋
左
伝
考
義
』

の
名
著

を

の
こ
し
た
が
、

本
質
的
な
意
味

で
は

「儒
彼
」
と
よ
ば
れ
る
に
ふ

さ
わ
し

い
彼
骨

の
誇
り
高

い
詩
人

で
あ

っ
た
。

南
冥

の
詩
歴
は
、

物
徊
徐

の
友

人

で
、

服
部
南
郭
と
議
園
派

の
詩

名
を
東
西

に
分

っ
た
肥
前
蓮
池

の

僧
大
潮

に
詩

の
添
削
を
請
う
た
と

き

に
は
じ
ま

っ
た
。
と
き
に
大
潮

は
八
十
歳

の
高
齢

で
あ

っ
た
が
、

僅
か
に
十
四
歳

の
南
冥

の
詩
を
み

て

「神
童
能
く
賦
を
作
る
」
と
賞

賛
し
た
。

そ

の
の
ち
長
崎

に
遊
学
し
た
南

冥
は
、

高
暢
谷

の
も
と
で
詩
学

の

研
鑽

に
つ
と
め
た
。

暢
谷
は
当
時

清
国

の
高
名
な
詩
人
沈
徳
潜
と
海

を
越
え

て
詩
を
応
酬
し
た

こ
と

で

海
内

の
人
士

の
羨
望
を
集
め
て
い

た
。

こ
の
と
き
南
冥
は

「壇
浦
卿
」

と
題
す
る
漢
詩
集
を
編
む
が
、

今

日
そ
の
写
本

の
伝
わ
る
を
み
な

い
。

宝
暦
十

二
年
、

二
十
歳

で
京
摂

の
間

に
遊
学
し
た
南
冥
は
浪
華

で

儒
医
両
面

の
私
塾
を

い
と
な
ん
で

い
た
父

の
知
人
永
富
独
喘
庵

に
師

事
。

独
喘
庵
は
長
門
赤
間

ヶ
関

の

人

で
、

字
を
朝
陽
と

い
い
、

萩

の

山
縣
周
南

に
徊
徐
学
を
、

京

の
山

脇
東
洋

に
古
医
方
を
学
ん
だ
。

南

冥
が
応
接
し
た
と
き
は
二
十
九
歳

の
若
き
教
師

で
、

塾
生

に
さ
か
ん

に
経
世

の
学
を
吹
き
込
ん
だ
と

い

う
。

こ
の
塾

で
知
り
合

っ
た

の
が

小
石
元
俊

で
あ
る
。

元
俊
は
若
狭

小
浜

の
出

で
、

字
は
有
素
、

大
愚

と
号
し
、

南
冥
と
お
な
じ
く
儒
医

を
志
し
て
い
た
。

後
年
、

元
俊
は

蘭
学
を
学
び
、

前
野
良
沢
、

杉
田

玄
白
と
交
わ

っ
て

『
解
体
新
書
』

に
そ
の
名
を

つ
ら
ね
た
。

広
瀬
淡

窓

の

「儒
林
評
」
は
こ
の
元
俊
が

そ
の
頃

の
南
冥

に
ふ
れ
て

「道
載

ヲ
当
時
ノ
京
師
ノ
儒
者
ナ
ド
ト
同

様

二
思

フ
可
カ
ラ
ズ
。

実

二
猛
虎

ノ
如
ク
ナ

ル
者
ナ
リ
」
と
語

っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
と
き
浪
華
の
地
で
南
冥
は

片
山
北
海
が
主
宰
し
て
い
た
混
沌

社
の
詩
人
た
ち
と
詩
の
唱
和
を
楽

し
ん
だ
。

高
暢
谷
が
長
崎
で
そ
の

詩
才
を
た
た
え
た
葛
子
琴
が
そ
の

同
人
で
あ

っ
た
の
で
、

子
琴
の
紹

介
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

混
沌

社
の
詩
風
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

繊
細
巧
緻
な
宋
詩
の
趣
き
が
あ
り
、

唐
詩
あ
た
り
の
気
格
に
忠
実
で
あ

っ
た
南
冥
に
は
あ
ま
り
な
じ
め
な

か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

晩
年

「我

昔
篇
」
で
往
時
を
し
の
ん
だ
南
冥

は
葛
子
琴
を
含
む
京
摂
の
地
の
詩

は

「顛
深
繊
巧
に
し
て
大
い
に
体

格
を
傷
う
」
と
評
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

猛
虎
の
ご
と
き
気
性
に

加
え
て
経
世
の
学
を
志
し
て
い
た

当
時
の
南
冥
の
目
に
、

上
方
の
粋

が

っ
た
詩
風
が
繊
弱
に
映

っ
た
と

し
て
も
お
か
し
く
は
な
か

っ
た
。

そ
れ
で
も
こ
の
異
質
な
詩
的
風
土

は
南
冥
の
漢
詩
練
磨
に
ず

い
ぶ
ん

と
こ
や
し
に
な

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
年
ほ
ど
の
京
摂
の
地
の
遊
学

か
ら
南
冥
が
帰

っ
て
き
た
ば
か
り

の
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
の

秋
、

将
軍
家
重
の
喪
を
弔
う
た
め

に
東
航
中
の
韓
国
の
修
好
通
信
使

が
筑
前
藍
島
の
迎
賓
館
に
し
ば
ら

く
滞
留
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
南

冥
は
筑
前
藩
の
儒
官
に
付
き
添
い
、

韓
使
随
員
の
書
記
官
と
詩
を
応
酬

し
、

筆
談
す
る
機
会
を

つ
か
ん
で

い
る
。

そ
の
内
容
は
逐

一
日
録
の

か
た
ち
で

「決
決
余
響
」
上
下
二

巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ

大潮元皓像

小石 元俊 肖像 画

葛子 琴亥」印
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の
な

か

に

「席
上
金

退
石

の
病

に

臥
す
を
慰
む
」

と
題

し
た
七
絶

が

あ

る
。

異
郷
抱
病
枕
難
安

竹
壁
梅
窓
烏
帽
寒

従
是
東
行
君
自
愛

姻
霞
到
処
足
加
餐

そ
の
後
藍
島
か
ら
東
行

の
途

に

つ
い
た
韓
使

一
行
は
そ
の
立
寄

っ

た
さ
き
ざ
き
で
、

南
冥

の
熱
心

で

懇
切

で
あ

っ
た
応
接

の
態
度
を
賞

揚
し
た
お
か
げ
で
、

南
冥
の
名
は

東
国

に
ま

で
伝
え
ら
れ
た
。

い
ま

だ
無
名

の

一
儒
生

に
す
ざ
な
か

っ

た
南
冥
は

こ
の
と
き
二
十

一
歳

で

あ

っ
た
。

南
冥
が
ふ
た
た
び
京
摂

の
地
を

踏
む

こ
と

に
な
る
の
は
、

そ
れ
か

ら
十
四
年
を
経
過
し
た
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
の
初
春

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ

の
間
彼
は
父
聴
因
と
と

も

に
私
塾
蛮
英
館
を
お
こ
し
、

儒

学
を
講
じ
た
が
、

思
う
よ
う

に
門

下
生
は
集
ま
ら
な
か

っ
た
。

経
世

の
大
志
を
ひ
め
て
い
た
南
冥
は
筑 異

郷
に
病
を
抱
き
　
枕
安
ん
じ
難
し

竹
壁
梅
窓
　
烏
帽
寒
し

是
れ
よ
り
東
行
す
　
君
自
愛
せ
よ

姻
露
到
る
処
　
加
餐
す
る
に
足
れ
り

前

の

一
角

に
逼
塞
す
る
こ
と
が
で

き
ず

に
、

私
塾
は
父

に
ま

か
せ
、

長
崎
、

熊
本
、

薩
摩
と
し
き
り

に

遠
遊
し
、

知
見
を
広
め
る
こ
と
に

つ
と
め
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
お

遠
遊
の
思
い
を
断
ち
が
た
く
、　

一

児
昭
陽
を
も
う
け
た
翌
々
年

に
、

京
摂
の
地

へ
旅
立

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
南
冥
の
評
伝
に
は
、

大
正

二
年
に
そ
の
百
回
忌
を
記
念
し
て

出
版
さ
れ
た
高
野
江
鼎
氏
の

『儒

彼
亀
井
南
冥
』
が
あ
る
。

そ
こ
に

「
こ
の
間
東
遊
し
て
諸
侯

の
問
を

叩
く
と
あ
れ
ど
も
、

其
の
事
跡
の

証
す
べ
き
も
の
あ
る
を
み
ず
」
と

あ
り
、

さ
ら
に

「頼
春
水
も
交
り

あ
り
し
を
伝
う
れ
ど
も
、

詩
文
の

上

に
見
る
も

の
な
き
は
遺
憾
な

り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

実
は

高
野
氏
未
見
の
資
料
が
慶
応
大
学

斯
道
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

「矢
音
卿
」
と
題
す

る
写
本

一
冊

が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
序

に
よ
る

と

「丁
西

の
春
、

北
筑

の
亀
井
魯

道
哉
、

南
豊

の
清
原
蔵
伯
行
は
同

行
し
て
京

に
遊
ぶ
。

二
月
十

一
日

路

に
上
り
、

四
月
六
日
乃
ち
還
る
。

凡
そ
海
陸

の
途
中

に
作
る
所

の
詩

篇
は
知
友

の
唱
和

に
暫

べ
ば
、

併

録
し
て

一
冊
と
な
し
、

矢
音
卿
と

日
う
」
と
あ
る
。

そ
の
知
友
唱
和

の
詩
逃
を
た
ど
る
と
、

南
冥
は
博

多
か
ら
小
倉
、

長
府
と
陸
路
を
す

す
み
、

徳
山

で
は
旧
知

の
島
田
藍

泉
、

青
木
和
卿
と
詩
を
応
酬
し
て

い
る
。

つ
い
で
岩
国

に
入

っ
た
南

冥
は
聞
き
し
に
ま
さ
る
錦
帯
橋

の

美
し
さ
に
す

っ
か
り
魅
せ
ら
れ
た

よ
う
す

で
、

ど

こ
に
も
ま
し
て
数

多
く

の
詩
篇
を

こ
の
橋

の
賞
美

に

さ
さ
げ

て
い
る
。

そ
の
う
ち

の

一

首
。

橋
影
盤
空
巻
彩
寛

緋
桃
！翠‐
柳
水
凍
西

人
生
．酪

載
須
突
事

腰
我
携
家
此
地
棲

南
冥
は

こ
の
景
勝

の
地

に
す
み

つ
き
た

い
と
本
気

で
考
え
た

の
で

あ

ろ
う
。

錦
帯
橋
を
あ
と

に
南
冥

は
厳
島

に
遊
び
、

海
路
を
利
用
し

て
音
戸

の
瀬
戸

に
さ
し
か
か
り
、

平
清
盛
ゆ
か
り

の
歴
史
を
し
の
ん

で

「音
戸
瀬
」
と
題
す
る
雄
動
な

五
言
古
詩
を
作

っ
た
。

さ
ら

に
播

州

加

古

川

の
宿

で
は
偶

然

に
も

『日
本
詩
選
』

の
撰
者
江
村
北
海
と

出
会

い
、

こ
れ

に
詩
を
贈
る

一
幕

も
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
明
石
、

須

磨
を
経

て
浪
華

に
入

っ
た
南
冥
が

葛
子
琴
、

小
石
元
俊
と
再
会
を
は

た
し
た

の
が
、

実
は
そ
の
と
き
芸

州
か
ら
混
沌
社

に
き
て
詩
を
学
ん

で
い
た
頼
春
水
の
寓
居

「春
水
軒
」

で
あ

っ
た
。

橋
影
空
に
盤
か
ま
り
　
彩
　
寅
を
巻
く

期
鋼
百
！
翠

翻
！
雛
販
頒
軸

す
　
　
　
　
！！
！

願
く
ば
我
は
家
を
携
え
て
此
の
地
に
棲
ま
ん
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「矢
音
卿
」
に
の
こ
る
葛
子
琴
の

「呑
水
軒
に
て
亀
井
南
冥
に
贈
る
」
と

い
う
詩
に
は
、

「十
六
年
前
蓋
し
初
め
て
傾
け
、

荷
衣
達
高
　
重
ね
て
逢
迎
す
。

一
樽
の
春
水
　
桃
花
の
色
、

敦
与
か
兼
蔑

の
白
露
と
清
か
ら
ん
」
と
喝

い
、

春
水
は

「南
冥
、

毘
同

⌒清
原
氏
）

の
過
訪

に
訓
す
」
と
題
す
る
七
絶
を

と
ど
め
、

Ｅ

雙

の
白
壁

自
ら
玲
槌
た
り
、

来
り
照
す
斎
然
た
る
環
堵
の
中
。

試
み
に
問
わ
ん
客
何
処
よ
り
来
り
、

神
交
幾
歳
に
し
て
束
西
に
限
て
ん

」

と
歌

っ
て
い
る
。

荷
衣
達
首
と
隠

者
気
ど
り

の
電
子
琴
は
、

か

つ
て

南
冥
と
遊
ん
だ
乗
蔑
堂
と
眼
前

の

杏
水
軒
か
け
て
比
較

に
お
よ
ぶ
と

こ
ろ
が
し

ゃ
れ
て
お
り
、

気
ま
じ

め
な
杏
水
は
は
じ
め
て
の
南
冥
と

の
出
会

い
を
喜
び
、

玲
駐
た
る
輝

き
を
放

つ
白
壁

に
た
と
え

て
、

こ

れ
で
自
分

の
わ
び
し

い
寓
属

に
光

が
や

っ
と
さ
し
こ
ん
だ
が
、

こ
れ

か
ら

い
く
と
せ
神
交
を
願
え
る
だ

ろ
う
か
と
気
に
し
て
い
る
。

こ
の
春
水
が
の
ち

に
寛
政
異
学

の
禁
を
実
質
的

に
画
策
し
て
、

つ

い
に
南
冥
を
悲
惨
な
廃
期

に
ま

で

追

い
こ
む

こ
と

に
な

ろ
う
と
は
、

そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
者

の
話
も
が

想
像
だ
に
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

※
次
号
は

「南
冥
と
原
古
処
」
で
す
。

頼
春
水
肖
像
画

（財
）
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団

蔵

大
潮
元
皓
像
　
神
戸
市
立
博
物
館

蔵

小
石
元
俊
肖
像
画

『人
物
叢
書
‐４３
小
石
元
俊
』
か
ら

山
本
四
郎
著

（株
〓
口
川
弘
文
館
発
行

葛
子
琴
刻
印

大
阪
大
学

（中
井
家
資
料
）
蔵

画
像
は
憾
徳
堂
セ
ン
タ
ー
提
供

地
震
被
災
修
復
工
事

御
寄
付
の
お
願
い

去
る
、

二
月
二
十
日
の
福
岡
県

西
方
沖
地
震
発
生
、

ま
た
そ
の
後

に
続

い
た
度
重
な
る
余
震

に
よ

っ

て
、

福
岡
市
指
定
文
化
財

で
あ
る

「能
古
焼
古
窯
跡
」
に
大
変
大
き
な

被
害
を
被
り
ま
し
た
。

小
さ
な
亀

裂
が
無
数
に
入
り
、

余
震
の
た
び
に
、

そ
れ
ら
が

つ
な
が

っ
て
大
き
な
亀

裂
と
な
り
、

気
が
付
か
な

い
ほ
ど

の
微
弱
な
余
震

で
突
然
窯
跡
が
崩

れ
落
ち
る
と

い
う
現
像
を
幾
度
も

繰
り
返
し
、

現
況
は
無
残
で
す
。

こ
の
古
窯
は
江
戸
時
代

（
一
七

六
〇
年
代
）

に
開
窯
さ
れ
、

有
田

焼
系

の
磁
器
と
高
取
焼
系

の
陶
器

を
焼
成
し
た
窯

で
、

福
岡
市
域
内

で
唯

一
残
さ
れ
た
古
窯
跡

で
す
。

陶
磁
器

の
研
究
、

制
作
工
程
、

窯

の
変
遷
を
研
究
す
る
上

で
貴
重
な

文
化
遺
産

で
あ
り
、

ま
た
能
古
島

の
人

々
に
と

っ
て
も
、

か
け
が
え

の
な

い
大
切
な
宝

で
あ
り
ま
す
。

修
復

に
は
福
岡
市

の
お
力
添
え
を

頂

い
て
も
、

な
お
か

つ
多
大
な
費

用
が
必
要
で
あ
り
、

皆
様

の
御
力

を
お
借
り
致
し
た
く
、

ぜ
ひ
御
寄

付
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
揚
ｒ筒

今
年
も
十
二
月
か
ら
二
月
末
日
迄

冬
季
休
館
と
な
り
ま
す
。

地
震
後

の

い
ろ
い
ろ
な
後
始
末
も
多
く
、

休
館

中
も
外
、

内
作
業
が
続
き
ま
す
。

い

つ
も
皆
様

に
助

け
ら
れ

て
年

が
暮

れ
、

い
つ
も
皆
様
に
励
ま
さ
れ
て
三

月
オ
ー
プ

ン
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

能
古
島

の
櫨
の

葉
が
真
赤

に
紅
業
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ

当
館
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

‐ ■ ‐ 晋11=百・
T  I鞄

錦帯橋図 (和日石英筆)岩 国徴古館 蔵

い
わ

翻 ト

鞭

崩落した古窯跡

振
込
先
　
郵
便
振
替

①

ｌ

７

３

０

１

９

１

６

０

９

７

①

財
同
法
人
　
能
古
博
物
館

一
日
千
円

（何
口
で
も
可
）
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第8回 能古の風フォトコンクール
入 賞 者 発 表

準ブ
守 移

蟷       グ 支字紗
賞

「野良仕事」山口膨頓

韓情

「海を語る」郷 美イ痛祇
の抗 まど3よう

育筆華

第8回 能首の風フォ トコンクールも皆様のおか

|ザで無事終了致 しました。有難うこざいます。応

募者全員の作品を]]月 30国 迄展示致しております。

どうぞ往l来鋼下さい。

第9回 能古の風フォ トコンクールから審査方法

が変わります。幅広く、より多くの島の人々に参

加していただきます。こ期待くださしヽ。尚、応募

要頂は変わりません。ほ、るって御応募下さしヽ。

「刈入れの頃」中山隆s弧

第8回 能古の同フォトコンクール 入賞者

グランプリ賞 五万円 中 山 隆 史 様 福岡市南区井尻

準グランプリ賞 三万円 山 口勝 久 様 福岡市西区小戸

キ寺  局」 賞 二万円 友野美保子様 八女君1止陽回■印|1内

能 古 島 賞
一万円 瀬 野 雅 市 様 福岡市博多区東光寺町

入 泣座
一万円 高 鷹 春 一 様 福岡市早良区原

入 選
一万円 野 村  武 様 福岡市西区石丸

入 座
一万円 田 渕 志 保 様 福岡市中央区赤坂

入 座
一万円 三首 格 子 様 福岡市西区能古

入 選
一万円 山 本 光 玄 様 福岡市中央区大手門

「夏のひととき」瀬野雄市民


